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２
０
１
６
年
４
月
１
日
効

力
開
始
の
個
人
賠
償
責
任
共

済
の
継
続
と
新
規
募
集
時
期

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
掛

金
は
年
間
１
０
０
０
円
で
最

高
賠
償
額
は
１
億
円
、
示
談

代
行
付
で
す
。
組
合
員
本
人

の
加
入
で
、
同
居
の
親
族
と

別
居
の
未
婚
の
子
ま
で
補
償

さ
れ
ま
す
。

　

賠
償
事
故
の
発
生
頻
度
は

稀
で
あ
っ
て
も
、
損
害
賠
償

リ
ス
ク
は
家
計
貯
蓄
で
は
対

応
不
可
能
な
事
態
に
陥
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
自
転
車
と
人
、
自
転

車
同
士
の
事
故
は
急
増
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
額
保
険

金
支
払
事
例
の
多
く
が
自
転

車
事
故
に
よ
る
も
の
で
す
。

年
一
回
の
募
集
時
期
を
逃
さ

ず
、
個
人
賠
償
責
任
共
済
の

加
入
で
、
日
常
生
活
の
賠
償

事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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■
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
人
材
を
育
て
る
」

教
育
現
場
の
間
接
的
に
か
か
わ
る
職
場
に
従
事
す

る
ひ
と
り
で
す
が
、
非
正
規
職
員
が
多
く
、
人
材

が
う
ま
く
確
保
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
目
標
と
現
実

に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

 

柴
田　

勝
美
さ
ん
（
枚
方
市
職
労
）

■
今
年
度
で
再
任
用
の
任
期
が
満
了
し
ま
す
。
４

月
か
ら
何
を
し
よ
う
か
な
？

 

土
橋　

和
三
さ
ん
（
富
田
林
職
労
）

■
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
自
分
で
は
考
え
て
答

え
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
編
集
部
に
送
る
の
は
初

め
て
で
す
。

 

松
尾　

秀
子
さ
ん
（
和
泉
市
職
労
）

■
公
用
車
も
自
動
運
転
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

 

岡
田　

敏
男
さ
ん
（
大
阪
府
職
労
）

■
戦
後
70
年
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
や
「
戦
前
」

と
も
言
え
ま
す
ね
。
子
や
孫
の
時
代
が
平
穏
で
あ

る
こ
と
の
み
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

 

田
中　

祐
基
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
機
関
紙
が
届
く
と
、
ま
ず
「
仲
間
の
声
」
を
見

て
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
を
見
て
、

ト
ッ
プ
に
戻
り
み
な
さ
ん
の
活
動
の
様
子
を
見
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

飯
田　

晴
美
さ
ん
（
和
泉
市
職
労
）

■
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
職
場
な
の
で
イ
ベ
ン
ト
前
は

天
気
予
報
図
と
に
ら
め
っ
こ
で
す
。

 

東
野　

正
則
さ
ん
（
堺
市
職
労
） 　

ワ
ク
内
に
今
年
の
エ
ト
（
サ

ル
年
）
に
ち
な
ん
で
16
か
所
に

サ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
部
分
は
意
味
に
関

係
な
く
サ
ル
（
ザ
ル
）
ま
た
は

エ
ン
と
読
み
替
え
て
く
だ
さ

い
。
ク
ロ
ス
を
解
い
た
の
ち
、

Ａ
〜
Ｍ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順

に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
を
答
え

て
く
だ
さ
い
。

（
タ
テ
と
ヨ
コ
で
読
み
方
が
異

な
る
個
所
も
あ
り
ま
す
）

ヒ
ン
ト
：
２
０
０
０
万
署
名
を

基
礎
に
国
会
に

 

出
題
者
：
山
本
汎
昭
さ
ん

タ
テ
の
カ
ギ

❶ 

公
衆
の
面
前
で
劇
・
音
楽
等

を
演
ず
る
こ
と

❷ 

多
く
の
方
面
の
才
能
を
備
え

て
い
る
こ
と

❸
病
の
〇
〇
に
就
く

❹ 

猿
を
竹
バ
ネ
で
は
じ
い
て
動

か
す
玩
具

❺
胃
粘
膜
の
炎
症
疾
患
の
総
称

❽ 

ま
わ
り
遠
い
こ
と
。
○
○
○

な
言
い
ま
わ
し

10 

悔
し
が
っ
て
激
し
く
地
面
を

踏
む
動
作

12
全
行
程
を
走
り
通
す
こ
と

14 

陸
地
を
遠
く
離
れ
た
大
海
。

○
○
○
○
航
路

17
野
球
チ
ー
ム
の
主
戦
投
手

19
銃
の
発
射
音
を
二
字
熟
語
で

20 

吠
え
る
声
が
数
キ
ロ
先
ま
で

響
く
猿

21
う
ら
の
面

22
遠
く
の
地
域

25 

マ
キ
シ
マ
ム
の
略
。
超
ロ
ン

グ
丈
の
ス
カ
ー
ト

28 

あ
す
の
○
○
○
○
、
弁
当
と

水
筒
を
忘
れ
ず
に

30
顔
、
特
に
目
が
大
き
い
サ
ル

31
ス
ピ
ー
チ
を
日
本
語
で

33 

お
タ
バ
コ
は
ご
○
○
○
○
く

だ
さ
い

34
家
、
建
物
を
英
語
で

35 

一
家
の
系
譜
。
同
音
で
未
亡

人
の
こ
と

36 

金
属
元
素
の
一
つ
、
元
素
記

号
は
Ｚ
ｎ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶ 

相
談
・
助
言
を
行
う
専
門

家
。
経
営
○
○
○
○
○
○
○

❹ 

肺
の
炎
症
。
ま
た
同
音
で
荒

れ
廃
れ
た
庭
園

❻ 

キ
ュ
ー
バ
系
の
ラ
テ
ン
音
楽

の
一
種

❼ 

岩
波
書
店
発
行
の
我
が
国
有

数
の
国
語
辞
典

❾ 

幼
稚
園
等
に
通
う
子
ど
も
。

同
音
で
紫
と
赤
の
混
合
色

11 

海
な
ど
の
水
際
で
石
や
岩
の

多
い
所

13 

雨
天
の
た
め
運
動
会
は
○
○

○
さ
れ
た

15 

ラ
グ
ビ
ー
は
○
○
○
形
の
ボ

ー
ル
を
用
い
る

16 

石
の
〇
〇
に
も
三
年
。
同
音

で
飢
え
る
こ
と

18 

助
け
る
こ
と
。
財
政
的
○
○

○
○

20 

書
物
。
図
書
館
で
〇
〇
を
３

冊
借
り
た

21 

本
番
前
の
予
行
演
習
。
下
稽

古
23 

〇
〇
・
良
・
可
の
３
段
階
評

価
24 

ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
に
よ
く
合

う
豆

26 

水
の
あ
わ
。
は
か
な
い
こ
と

の
た
と
え

27
喫
煙
↑
↓

29
責
任
。
〇
〇
を
果
た
す

31 

年
老
い
て
近
く
の
物
が
見
え

に
く
い
ヨ

32 

音
信
・
訪
問
が
絶
え
て
久
し

い
こ
と

34 

玄
米
の
胚
、
○
○
○
米

35 

く
し
ゃ
み
・
鼻
水
・
咳
が
出

ま
す

36
た
た
り
を
す
る
死
霊
、
怨
霊

37
５
人
制
の
室
内
サ
ッ
カ
ー

38
水
け
む
り

10
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
５
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ダ
ブ
ル

セ
ン
キ
ョ
デ
シ
ン
パ
ン
」
で
し
た
。

各
職
場
か
ら
ハ
ガ
キ
26
通
、
メ
ー
ル

21
通
合
計
47
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
５
人
の
み
な
さ

ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

▼
柴
田
有
理
（
大
阪
市
労
組
）
▼
松

尾
秀
子
（
和
泉
市
職
労
）
▼
土
橋
和

三
（
富
田
林
市
職
労
）
▼
今
泉
政
信

（
枚
方
市
職
労
）
▼
中
井
紀
美
子

（
吹
田
市
職
労
）

応
募
の
方
法

　

「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
氏

名
」「
住
所
」
を
書
い
て
、
メ
ー

ル
か
は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
正
解
者
の
中
か
ら
10
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一

言
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北

区
天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪

グ
リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治

労
連
「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲

間
」
編
集
部

nakam
a@
osaka-jichiroren.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
２
月
29
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１

６
年
３
月
号
の
紙
面
に
掲
載

個人賠償責任共済
年間掛金1,000円で

賠償額1億円

10月号の解答
「ダブルセンキョデシンパン」
クウキ

　
セトウチ

モチゴメ
　
シ
　
ヨ

ユキ
　
ツル
　
デキ

キ
　
マタイトコ

　
　
チユウシン

　
サ

パリ
　
チヨ
　
ヒン

ン
　
ハ
　
ウルトラ

ダイブツ
　
イケン

　東大阪市職労は12月２日、「2015年度
新入組合員歓迎Party」をシティプラザ
大阪で開きました。昨年の新入組合員歓
迎パーティ以降の市職労加入者47人に案
内状を渡し、そのうち13人が出席。全体
で24人の参加でした。
　最初に、先山委員長から、「市職労に
加入してくれたみなさんを心から歓迎し
たい。市職労は、加入していただいたみ
なさん、まだ加入されていない方にも、
おおいに声をかけて一緒に力をあわせ
て、いい職場をつくる、安心して働ける
労働条件をつくっていくために力を尽く
したい。今日は、大いに楽しんでほし

い」とあいさつがされ、青年部役員が司
会・進行役をつとめ、食事をしながら歓
談し交流しました。また自己紹介を兼ね
た「人名ビンゴ」で会場は盛り上がりま
した。
　新入組合員からは「おいしい食事に大
満足。ありがとうございます」「商品券
当たってうれしいです。これで加湿器を
買います」「当たったお菓子は子どもと
一緒に食べます」「同じテーブルも同期
ばっかりだったので、研修でもなかなか
話す時間がなかったのですが、ゆっくり
話せたので楽しかったです」と、笑顔で
感想を話してくれました。

示談代行付

新入組合員歓迎
パーティを開催
（東大阪市職労）

日頃会えない仲間との
楽しい交流がありました
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